別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：水産業費　　目：河川環境研究費

	事業名: 子持ちアユ生産支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川環境研究所　資源増殖部　電話番号：0586-89-6351
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：box@fish.rd.pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,153千円（前年度予算額：1,980千円）
	要求内容


	１　要求の内容


成熟した雌アユは子持ちアユと呼ばれ、通常のアユより高値で取引されています。雌アユのみを生産することができれば、効率的な子持ちアユの生産が可能となりますので、河川環境研究所では、受精させれば雌のみが生まれるアユ精液（全雌化精液）を開発しました。この全雌化精液を県内の民間養殖場に供給し、子持ちアユの効率的な生産を支援するため、本事業を実施しています。
※　県内の民間養殖場が自らこの精液を生産することは技術的に困難ですので、河川環境研究所において精液を生産し、販売しています。
	２　所要経費


（1） 新規（0)

（2） 継続（2,153）

	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	1,980
	0
	0
	0
	1,980
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,153
	0
	0
	0
	2,153
	0
	0
	0
	0

	２月1日時点
査定額
	2,153
	0
	0
	0
	2,153
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
付加価値の高い子持ちアユの効率的生産を通じて、県内アユ養殖業の価格競争力を高めるとともに収益性を向上させることにより、県内のアユ養殖生産量を増加させ、アユ養殖業の振興を図ります。
○長期構想
Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
○岐阜農業農村基本計画

第５章品目別の振興方向

　 5-8　淡水魚   養殖業生産量　1016ｔ（H21）→1110ｔ（H27）


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	アユ養殖生産量
	478.5ｔ
（H20）
	651.9ｔ
（H21）
	800.5ｔ
（H22）
	860.3ｔ
（H23）
	800ｔ
（H27）
	108％


	全雌アユ生産量
	82.5ｔ
（H20）
	125.9ｔ
（H21）
	190.5ｔ
（H22）
	206ｔ
（H23）
	200ｔ
（H27）
	103％



※　H20の全雌アユ生産は実用化試験による。
　　精液供給の翌年に生産物となる。
○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

県内の民間アユ養殖業者から要望に応じて全雌化精液を安定供給できるように、全雌化精液を搾出できる特殊な雄アユを作出し養成しました。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

平成22年度に1,050mL、平成23年度に1,750mLの全雌化精液を県内民間養殖場に供給しました。

平成24年度は1000mLを供給する予定です。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	全雌化精液の供給は、子持ちアユの効率的生産を通じて、県内アユ養殖業の価格競争力を高め、アユ養殖生産量の向上に繋がっている。このため県内生産者から精液供給に対する強い要望がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	平成20年度のアユ養殖生産量478.5ｔ（全国５位）に比べ、平成23年度は860.3ｔ（全国２位）へと増加しており、事業効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	全雌化精液を搾出できる特殊な雄アユの生産にあたり、作業方法を見直し、経費の節減を図った。




（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

民間養殖場で全雌化精液を生産することは、技術面及び施設面の観点から困難であるため、研究所が全雌化精液の生産を続けなくてはならない。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
県内養殖生産者より全雌化精液供給の強い要望があるため、引き続きアユの全雌化精液の供給を実施していきます。


